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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年１月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 平成２４年６月６日 ０３時３０分ごろ 

発生場所 島根県浜田市浜田港北西方沖 

 浜田市所在の馬島
うましま

灯台から真方位３１５°７海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°５９.２′ 東経１３１°５６.７′） 

事故調査の経過  平成２４年６月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第五裕
ひろ

丸、１９トン 

 ＳＮ２－２９６１（漁船登録番号）、裕丸漁業生産組合 

 １６.０２ｍ（Lr）×４.４８ｍ×１.３５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、３８３kＷ（動力漁船登録票による）、昭和５７年

１月８日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６４歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 昭和５０年１月２５日 

  免許証交付日 平成２１年５月８日 

         （平成２６年９月９日まで有効） 

甲板員Ａ 男性 ２９歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 平成１４年３月１５日 

  免許証交付日 平成２４年１月１６日 

         （平成２９年３月１４日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（甲板員Ａ） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長ほか１２人が乗り組み、浜田港北西方約７Ｍ沖でまき

網漁中、網を絞り込み、魚を追い込む作業を行っていた。 

 本船は、本事故当時、網を絞り込んで運搬船との距離が近づくに伴

い、船首側の網にたるみが生じて海中に沈下して魚が逃げないよう、

たるみを取るための引き寄せロープ（以下「本件ロープ」という。）

を右舷船首甲板上に設置された油圧式縦型ドラム（以下「ウインドラ

ス」という。）に重ね巻きにし、ロープエンドを挟み込むようにして
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固定していた。 

 甲板員Ａは、右舷船首甲板上で網を引き揚げる作業をしていたが、

網のたるみができ始めたことに気付き、本件ロープを解き、網のたる

みを取る作業をしようとし、ウインドラスの操作位置に移動した。 

 甲板員Ａは、左手でウインドラスの操作レバーを握り、右手で本件

ロープをつかんでウインドラスを反時計回りに操作しようとしたが、

操作レバーを逆方向に操作したため、ウインドラスが逆方向に回転

し、平成２４年６月６日０３時３０分ごろ、本件ロープを握っていた

右手指先の軍手が、本件ロープとウインドラスとの間に挟まれて右手

指が巻き込まれた。 

 甲板員Ａは、「いたぁーい」と声をあげたので、近くで作業をして

いた船長と他の甲板員に救助され、浜田港へ帰港後、病院に搬送され

たが、右腕上腕部骨折、右親指骨折、中指負傷などを負った。 

(甲板員Ａウインドラス操作状況)    (甲板員Ａが巻き込まれた状況)

 

 

 

 

 

 

 

操作レバー  ウインドラス 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風速 約４～５m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 その他の事項  ウインドラスの操作レバーは、油圧式であり、船首側に倒すと時計

回りに、船尾側に倒すと反時計回りにウインドラスがそれぞれ回転

し、中立状態でウインドラスが停止するようになっており、同レバー

の末端の船首側と船尾側にストッパーが設置されていた。 

 甲板員Ａは、まき網船団に乗船して約１０年の経験があったが、本

船には５月中旬から乗船したばかりであり、前の船と操作レバーの配

置等が違い、操作に熟練していなかった。 

 甲板員Ａは、魚を逃がさないように慌てて作業を行ったため、操作

レバーのストッパーの状態を確認しなかった。 

 網のたるみを取る作業の担当者は決まっておらず、たるみに気付い

た乗組員が随時１人で作業を行っていた。 

 甲板員Ａは、ヘルメットをかぶり、上下にカッパを着た上にベスト

タイプの救命胴衣を着用し、長靴を履き、両手に軍手をしていた。 

 本船は、作業灯を点灯していたので、網のたるみを取る作業に支障

はなかった。 
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分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、浜田港北西方沖で操業中、甲板員Ａが、網のたるみを取ろ

うとして本件ロープをウインドラスで巻き直そうとした際、操作レバ

ーを逆方向に操作したことから、右手指が本件ロープとウインドラス

との間に巻き込まれて負傷したものと考えられる。 

 甲板員Ａは、ウインドラスの操作前、操作レバーのストッパーの状

態を確認しなかったことから、逆方向に同レバーを操作した可能性が

あると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、浜田港北西方沖で操業中、甲板員Ａが、

網のたるみを取ろうとして本件ロープをウインドラスで巻き直そうと

した際、操作レバーを逆方向に操作したため、右手指が本件ロープと

ウインドラスとの間に巻き込まれたことにより発生したものと考えら

れる。 

参考  本船は、本事故後、本件ロープの巻き取り作業を船長とベテラン甲

板員の２人で行うようにした。 

 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・ウインドラスの操作者は、巻揚げ操作をする際、安全確認を行っ

た上、落ち着いて慎重に作業を行うこと。 

・船長は、常に作業の安全性を考慮し、乗組員に対して安全作業を

徹底させること。 

 




